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社協だより いばら
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その場に関わる全員が共に学ぶ『ふくし共育』
～ 地域で育まれる力 ～
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褒
め
励
ま
す
こ
と
で
、
ま
た
頑
張
ろ

う
と
い
う
意
欲
を
う
み
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る

　

人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
時
代
の

中
で
、
社
会
性
の
基
礎
と
な
る
、
人

と
関
わ
ろ
う
と
い
う
意
欲
も
低
下
し

て
い
ま
す
。
異
年
齢
と
交
流
を
し
、

　
『
福
祉
』
と
は
、「
ふ
」
だ
ん
の
「
く
」
ら
し
の
「
し
」
あ
わ
せ
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
つ
な
が
り
を
も
っ
て
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
「
地
域
で
共
に
生
き
る

力
」
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
育
ま
れ
る
力
『
ふ
く
し
共
育
（
教
育
）』

体
験
し
て
学
習
す
る

　

自
分
の
で
き
る
こ
と
が
人
の
役
に

立
つ
。
自
分
に
は
役
割
が
あ
る
。

　

人
は
、
他
者
と
の
交
流
体
験
を
通

し
て
、
自
分
の
存
在
価
値
を
見
出
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
る

こ
と
を
褒
め
る
・
認
め
る
な
ど
、
周

り
が
前
向
き
な
評
価
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
な
ら
で
き
る
、
自
分
な
ら

大
丈
夫
と
い
う
自
信
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

誰
で
も
初
め
て
の
こ
と
は
失
敗
す

る
も
の
で
す
。
失
敗
の
中
か
ら
、
次

は
失
敗
し
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
ま
す
。周
り
の
人
達
も
、

失
敗
を
許
容
す
る
雰
囲
気
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
結
果
よ
り
も
努
力
を
認
め
、

体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
「
人
と
関
わ

る
こ
と
っ
て
楽
し
い
」「
人
と
関
わ

る
こ
と
が
好
き
」
と
い
う
思
い
に
気

づ
き
ま
す
。

　

人
と
つ
な
が
る
、
心
を
通
わ
せ
る

こ
と
を
、
楽
し
い
、
大
切
だ
と
感
じ

て
欲
し
い
。
家
庭
や
学
校
だ
け
で
は

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
会

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
場
が
地

域
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝

と
し
て
、
地
域
の
人
に
大
切
に
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
自
分
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在

だ
と
気
づ
き
、
同
じ
よ
う
に
周
り
の

人
も
大
切
に
思
う
こ
と
で
、
さ
さ
え

あ
い
の
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
４
年
６
月
２
日
（
木
）、
木

之
子
小
学
校
５
年
生
、
井
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
こ
だ
ま
園
東
江
原

ワ
ー
ク
、
西
部
い
こ
い
の
里
、
総
勢

50
人
が
協
力
し
、
昔
な
が
ら
の
梅
干

し
梅
ち
ゃ
ん
づ
く
り
体
験
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
梅
は
い
き
も
の
だ
か
ら
、
大
事

に
そ
っ
と
扱
っ
て
ね
」
と
い
う
説
明

を
受
け
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
梅
の

実
を
木
か
ら
収
穫
、
ヘ
タ
を
取
る
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。（
表
紙
）
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「きのこふれあいクリスマスイベント」
木之子中学校

「井原高校と交流」
井原小学校

「花いっぱい運動」
荏原小学校

「地域のお花ボランティア」
芳井中学校

「昔遊びの会」
高屋小学校

「学校近隣環境美化活動」
井原中学校

「ボランティア広場の花植え」
青野小学校

「クリーン大江」
大江小学校「地域と交流～さつまいも掘り」

県主小学校

「明るい町づくり運動」
野上小学校

「赤い羽根共同募金広報活動」
高屋中学校

　コロナ禍による制限がある中、地域ふれあい活動や学区内花いっぱい
運動、クリーン大作戦などできることを自分たちで考え、学校と地域がつ
ながる活動を実施されています。
　井原市社会福祉協議会では、子どもたちの「もっと関わりたい・もっと
つながりたい」という気持ちを大切に、「共に生きる力」を育み、学校と
地域をつないでいきたいと活動しています。
　また、今年度は、『地域にとびだせ！夏のボランティア体験』を開催し
ます。こちらも地域とのつながりを深めるよい機会になっています。

「長楽園と交流」
美星小学校

「地域に学ぶ～とんど祭」
木之子小学校

赤い羽根共同募金

出会って関わってつながって
～児童・生徒の　　　　　　　　
　　ボランティア活動普及事業～
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人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に

〈 

モ
ッ
ト
ー 

〉

野 上 地 区 社 会 福 祉 協 議 会
会 長　田  中　哲  夫  さん

① ずばり！我が地区はこんなところ
　野上は東西に遠く離れておりますが、自然は豊かで、四季おり
　おりの花が咲きみだれていて大変よい地区です。
② 地区での活動
  ・一人暮らし高齢者の見守り
  ・75 歳以上の人にお菓子配り（友愛訪問）
  ・給食サービス
  ・学校支援
  ・サロン交流会
  ・福祉研修会
　  ※コロナ禍により現在休止中の
　　  活動があります。

③ 活動への思い
　東西に離れている地区ですが、グラウンドゴルフ、サロン交流

会活動を通じてよい絆を培っていきたい。
④ こんな地区を目指します！
　いつまでも生まれ育った地域で
　生活を続けることが出来るささ
　えあい、ふれあいのある地区。

《プロフィール》
･1950年5月井原市野上町生まれ
･趣味は農業、狩猟
･2008年より10年間自治連合会役
員2018年より野上地区社会福祉
協議会会長に就任

･小学校支援やサロン活動支援等
を行いながらまちづくり協議会
で副会長も務め活動しています。

野 上 地区社会福祉協議会 地 区 社 協 紹介 No.8

ふれあい・いきいきサロン活動

井原市総合福祉センターにて

地 区 人 口：３７２人
　　　(令和4年5月末)

福祉員人数：　２１人
サ ロ ン 数：５サロン

「ふれあいのまちづくり事業推進委員会」開催
　令和４年５月３１日（火）にふれあ
いのまちづくり事業推進委員会を開
催しました。
　今年度もコロナと共存しつつ、地
域住民相互のたすけあいや交流の輪
を広げ、地区社協と共に創意工夫し
地域事業に取り組んでいきます。

　情報交換ができたり、レクリエー

ション用品を実際に体験できたり、

サロンに役立つ情報が満載です！！

日　　　時 場　　　　　所 対象地区

７月２６日（火）
10：00 ～11：40

星の郷ふれあいセンター 美 星 地 区

７月２９日（金）
10：00 ～11：40

井原市芳井生涯学習センター 井原・芳井地区

☆
募
集
期
間　
　

令
和
４
年
７
月
25
日
～
令
和
４
年
９
月
９
日

☆
応
募
資
格　
　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒

☆
応
募
作
品　
　

八
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
画
用
紙
１
枚
（
縦
・
横
を
問
わ
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　

使
用
す
る
画
材
は
、
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
・
油
性
ペ
ン
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
色
鉛
筆
は
不
可
）

　
　
　
　
　
　
　

絵
の
ど
こ
か
に
、
必
ず
「
赤
い
羽
根
」
の
絵
を
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

ア
ニ
メ
な
ど
既
存
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
使
わ
な
い

☆
作
品
の
活
用　

応
募
作
品
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
て
、
共
同
募
金
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を

　
　
　
　
　
　
　

作
成
し
ま
す

～地域に自分の居場所をみつけよう～

ふれあい・いきいきサロンリーダー研修会

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

※両日とも内容は同じです。都合のつかない方は対象地区外でも参加可能です。
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令和３年度　事 業 報 告・決 算
　５月２６日（木）に理事会、６月２１日（火）に評議員会を開催し、令和３年度の事業報告及び収支

決算などが承認されました。

■ やすらぎセンター事業 50,928千円

■ 訪問介護事業 35,903千円

■ 居宅介護支援事業 24,896千円

■ 地域福祉活動推進事業 32,189千円

■ 共同募金配分金事業 6,701千円

■ 障害福祉サービス事業 20,473千円

■ 障害者相談支援センター事業 469千円

■ 生活福祉資金貸付事業
　 交通遺児福祉基金運営事業 2,525千円

■ 法人運営事業 32,839千円

■ 老人福祉センター事業 5,731千円

■ 公益事業（サンサン交流館等） 20,695千円 

■ その他・施設整備費等 58,569千円

【ふれあい・たすけあい・ささえあいのまちづくり事業】
事　業　名 事　業　内　容 事　業　名 事　業　内　容

地域福祉活動推進事業 ふれあいのまちづくり推進事業
はーとふるカプセル事業
奉仕員養成講座の開催 
日常生活自立支援事業
ふれあい福祉相談センター事業
地区社会福祉協議会活動の充実
ご近所福祉ネットワーク活動の充実
ふれあい・いきいきサロン活動の充実
宅老所事業
ボランティアセンター事業
災害ボランティアセンター設置体験研修会の開催
日常生活用具貸与事業
チャイルドシート等の短期貸出事業
生活困窮者家計改善支援事業
地域福祉活動コーディネーター活動　　等

共同募金配分金事業 井原市社会福祉大会開催
サロンリーダー研修会の開催
社協だより年６回発行
まちづくり福祉活動助成事業
ボランティア協力校への助成事業
ボランティア推進団体・福祉施設・福祉団体助成事業
ひきこもり支援事業
重症心身障害者支援事業
今だからこそ！自宅でできる
　　　　  MY サロン♡いきいき活動事業
ポスターコンクール事業
トントン！と～とバッグプロジェクト事業
心育む「ココイク」講座実施
認知症サポーター養成講座実施
赤羽根カフェ事業

「赤羽根エコ」シリーズ事業　　等

【介護保険・障害福祉・その他運営事業等】
事　業　名 事　業　内　容 事　業　名 事　業　内　容

訪問介護事業 ホームヘルプサービス活動 障害者相談支援センター事業 個別相談等の実施

いばらサンサン交流館事業
小田川大学開催
三世代交流事業開催
各種教室開催

居宅介護支援事業
要介護認定訪問調査
居宅介護支援事業活動

やすらぎセンター事業
生きがい活動支援通所事業
通所介護事業

その他運営事業
井原市総合福祉センターの運営
井原市老人福祉センターの運営
すぱーく美星の運営

障害福祉サービス事業
井原あゆみ園事業

（児童発達支援・放課後等デイサービス）
障害者相談支援事業

歳 出　291,918千円 歳 入　268,035千円

■ 介護保険
　 障害者自立支援給付費等収入

135,365千円

■ 受託金・負担金収入 51,310千円

■ 経常経費補助金収入 50,452千円

■ 共同募金配分金収入 7,301千円

■ 会費収入 4,661千円

■ 寄附金・施設整備収入 13,229千円

■ 事業収入 2,408千円

■ その他 3,309千円

当期資金収支差額
ー23,883千円
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社
協
だ
よ
り

　
2
0
2

2
.7.15

発
行

こ
の

広
報

紙
は

、共
同

募
金

の
配

分
金

で
発

行
し

て
い

ま
す

。
社

会
福

祉
法

人
井

原
市

社
会

福
祉

協
議

会
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 ０
８

６
６

−
６

２
−

１
４

８
４

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配ごとや困りごとなどの
あらゆる相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭貸借・境界問題等）

 7/26 （火） 
 8/ 9 （火）
 8/23 （火）
 9/ 6 （火）   
      　

13：00～16：00
13：00～16：00
13：00～16：00
10：00〜15：00

ひ き こ も り
専 門 相 談

要予約

専門家によるひきこもりに関する相談  7/27 （水）
 8/24 （水） 

 9：00〜12：00

療 育 相 談 就学前の子どもの心配や悩みごとに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

金 銭 管 理 等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

福 祉 貸 付 相 談
世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

障 害 者 相 談
支 援 セ ン タ ー 日々の暮らしの困りごとなどに関する相談 月～金曜日　8：30～17：00

ふれあい福祉相談センター 【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－1484

※相談は無料で秘密は厳守します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（祝日は除く） 

〜新型コロナウィルス感染の拡大状況により、 中止する場合があります〜

〜新型コロナウィルス感染の拡大状況により、 中止する場合があります〜

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
4
年
4
月
16
日
〜
令
和
4
年
6
月
15
日
（
敬
称
略
）

ありがとう！おぎゃー号

これからもよろしくお願いします！

日　時：令和４年８月３日（水）
　　　　１３：３０～１５：３０
場　所：井原市総合福祉センター
　　　　３階　大会議室
講　師：ボランティア登録団体
　　　　　「とんとん隊」のみなさん
対象者：井原市内の小・中学生
　　　　　先着２０名
　　　　    ※事前申し込みが必要！
参加費：無　料
お願い：保護者の同伴は必要ありません
　　　　が会場までの送迎は、保護者の
　　　　責任でお願いします。　

　２４年間にわた
り、地区社協、サ
ロン、ボランティア
団体、夏のボラン
ティア体験事業等
たくさんのみなさ
まにご利用いただいた「おぎゃー号」が、その任務を終えました。

　今後は、はっぴ～号（10 人乗り）やひまわり号（7人乗り）
をご活用ください。

と〜とバッグづくりに
チャレンジしよう！

夏休み

子ども企画


